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資  料 
 
1. 背景 

































第 3 章 怒りの扱い：怒りの感情は抱いてもよいが，怒りの行動は相手や物を傷つけるのでよくないとし，その
対処法を指導します。「怒りの扱いのステップ」には，以下のものがあります。 
 ①怒りによる体の変化（胸がドキドキするなど）を感じとる。 
 ②ゆっくり 3回，深呼吸する。 

















































Appendix 1. セカンドステップについての説明資料 
